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運
؅
ࢼ
験
事
前
ߨ
श
会
։
࠵

ಛ
ू
̔
೥
౓
ձ
һ
޲
͚
ॿ
੒
メ
χ
ỿ
ồ

݈
߁
਍
அ
助
成（
定
期
݈
߁
਍
அ
）

東
ト
協
の
主
な
助
成
・
༥
資
制
度
一
ཡ

̨
̖
̨
ス
ク
リ
ー
χ
ン
グ
ݕ
査
助
成

̎̏̒・̑̐

։
࠵
に
先
立

ち
、
原
ౡ
委
һ

長
は「
��
日
の

理
事
会
に
ఏ
出

す
る
、
̓
年
度

の
事
業
報
告
と

ऩ
ࢧ
決
算
に
つ

い
て
৹
ٞ
い
た

東
ト
協
の
水
໺
ޭ
会
長
は

５
月
�5
日
、
ύ
γ
ϑ
ỹ
コ
ԣ

඿
で
։
࠵
さ
れ
た「
ジ
ャ
ύ

ン
ト
ラ
ッ
ク
γ
ἀ
ー
２
０
２

６（
主
࠵
・
国
際
物
ྲྀ
૯
߹

ݚ
ڀ
所
）」
の
主
࠵

者
特
ผ
ߨ
ԋ
ϓ
ロ
グ

ラ
ム「
こ
れ
か
ら
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の

進
む
道
」
を
テ
ー
Ϛ

と
す
る
ύ
ω
ル
σ
ỹ

ス
カ
ッ
γ
ἀ
ン
に
、
ύ
ω
リ

ス
ト
と
し
て
ొ
ஃ
。
東
ト
協

の
औ
り
૊
み
や
会
長
と
し
て

の
立
場
か
ら
、
業
界
内
֎
に

向
け
て
意
見
を
ड़
べ
た
。

σ
ỹ
ス
カ
ッ
γ
ἀ
ン
に

は
、
水
໺
会
長
の
ほ
か
、
ԕ

౻
長
ढ़
࡛
ۄ
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
、
東
海
ྛ
ݑ
඙
ਆ
ಸ

川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
෭
会

長
、
小
૔
๜
ٛ
Ἒ
城
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会

長
が
ύ
ω
リ

ス
ト
と
し
て

ࢀ
加
。
国
際

物
ྲྀ
૯
߹
ݚ

ڀ
所
٬
һ
ݚ

ڀ
һ
の
ࠇ
ᖒ

໌
氏
が
モ
σ
レ
ー

タ
ー
を
຿
め
た
。

意
見
ަ
׵
で

は
、「『
物
ྲྀ
二
法
』

を
は
じ
め
と
す
る
物
ྲྀ
関
連

法
案
の
૯
ׅ
と
今
後
、
行
政

に
๬
む
こ
と
」「
２
０
３
０
年

の
物
ྲྀ
業
界
の
景
色
」、
そ

し
て
ϝ
イ
ン
テ
ー
Ϛ
で
あ
る

「
こ
れ
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
進
む
道
」に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見

を
൸
࿐
し
た
。

水
໺
会
長
は
、
自
身
の
経

験
か
ら
物
ྲྀ
業
界
が
ஔ
か
れ

て
い
る
立
場
の
ऑ
さ
を
ࢦ
摘

し
、
１
ࣾ
で
は
ղ
決
で
き
な

い
՝
題
に
対
し
、
業
界
団
体

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
औ
り
૊

む
こ
と
の
重
要
ੑ
を
ࢦ
摘
。

物
ྲྀ
の
２
０
３
０
年
問
題
へ

の
対
応
を
進
め
る
に
は
、
ド

東
ト
協
ঁ
ੑ
部

（
原
ྰ
子
本
部
長
）

は
５
月
��
日
、
各

ࢧ
部
長
・
ࢧ
部
を

通
じ
て
、「
ト
ラ
ッ

ク
・
物
ྲྀ
̜
ϝ
ン

活
動
に
お
け
る
荷

主
向
け
施
設
内
ト

イ
レ
使
用
に
関
す

る
チ
ラ
γ
の
഑
෍

に
൐
う
഑
送
先
の

施
設
内
ト
イ
レ
使

用
に
お
け
る
注
意

事
߲
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
、
会
һ

事
業
者
に
周
知
ప

ఈ
を
ٻ
め
た
。

要
請
で
は
、
荷

主
に
対
し
て
഑
送
先
で
の
ト

イ
レ
ར
用
へ
の
協
力
を
ٻ
め

て
い
く
こ
と
か
ら
、
施
設
内

ト
イ
レ
の
ར
用
に
お
け
る
注

意
事
߲
と
し
て
、
ᶃ
ࢦ
定
さ

れ
た
場
所
以
֎
に
立
ち
入
ら

な
い
、ᶄ
ਗ਼
ܿ
に
使
用
す
る
、

ᶅ
ル
ー
ル
に
従
っ
て
施
設
内

ト
イ
レ
を
使
用
す
る
―
―
の

３
点
を
ڍ
げ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
周
知
を
ٻ
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ঁ
ੑ
部
が
実
施

し
た
ト
イ
レ
問
題
に
関
す
る

Ξ
ン
έ
ー
ト
調
査
で
、「
഑

送
先
で
の
ト
イ
レ
ར
用
が
ೝ

め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
ド
ラ

だ
く
。
̕
月
։
࠵
の
ト
ラ
ッ

ク
ϑ
ỻ
ス
タ
な
ど
も
ٞ
題
と

し
て
い
る
。
৻
重
か
つ
ԁ
׈

な
ٞ
事
進
行
に
協
力
を
お
ئ

い
す
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ٞ
題
で
は
、̓
年
度
事
業

報
告
・
ऩ
ࢧ
決
算
な
ど
に
つ

い
て
આ
໌
。
ド
ラ
イ
バ
ー
ϑ

ラ
イ
バ
ー
の
଴
۰
改
ળ
と
業

界
の
ࣾ
会
的
地
位
向
上
が
必

要
だ
と
し
て
、
協
会
が
ܝ
げ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト

の
औ
り
૊
み
を
঺
հ
し
た
。

ま
た
、
行
政
、
と
り
わ
け

公
ਖ਼
औ
引
委
һ
会
の
対
応
を

௥
い
風
に
、
今
後
示
さ
れ
る

と
な
っ
た
。
ま
た
、
公
ӹ
໨

的
ࢧ
出
ܭ
画
実
施
報
告
書
に

お
け
る
公
ӹ
໨
的
財
産
残
ֹ

は
��
ԯ
４
̓
̓
２
ສ
１
ઍ
ԁ

と
な
り
、８
年
度
ܭ
画
で
は

3�
ԯ
５
３
５
̓
ສ
６
ઍ
ԁ
を

見
込
ん
で
い
る
。こ
の
ほ
か
、

̓
年
度
の
新
規
入
会
者（
��

者
）に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ϑ

ỻ
ス
タ
実
行
ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト

̬
̜
の
ᖒ
഼
३
リ
ー
μ
ー

が
、「
ト
ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ
ス
タ

̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
６
」（
̕

月
��
日
։
࠵
）に
൐
う
会
һ

事
業
者
へ
の
協
ࢍ
依
頼
に
つ

い
て
આ
໌
。
理
事
会
で
ࢧ
部

役
һ
ら
に
આ
໌
す
る
と
と
も

に
、
チ
ラ
γ
や
東
ト
協
ホ
ー

ム
ϖ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
会
һ

事
業
者
へ
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
・

物
ྲྀ
̜
ϝ
ン
活
動
に
関
連

し
、
荷
主
向
け
に
作
成
し
た

ద
ਖ਼
原
価
へ
の
対
応
な

ど
に
言
及
し
た
ほ
か
、

̖
Ｉ
の
進
展
に
൐
い
、

ݱ
場
を
ࢧ
え
る
ϒ
ル
ー

カ
ラ
ー
の
価
値
が
見
直

さ
れ
つ
つ
あ
る
ݱ
状
に

つ
い
て
も
意
見
を
ड़
べ

た
。な

お
、「
ジ
ャ
ύ
ン

ト
ラ
ッ
ク
γ
ἀ
ー
２
０

２
６
」
に
は
、
５
月
��

日
か
ら
��
日
ま
で
の
３

日
間
で
ܭ
６
ສ
６
８
３

１
人
が
来
場
。「
持
続

可
能
な
物
ྲྀ
の
ະ
来
」
を
テ

ー
Ϛ
に
、物
ྲྀ
Ｄ
̭
・
̜
̭
、

̨
Ｄ
̜
͂
や
法
改
ਖ਼
対
応
、

人
材
確
保
、
֎
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
の
活
用
な
ど
、
業
界
の

〝
い
ま
〟と
〝
こ
れ
か
ら
〟を

示
す
各
छ
ϓ
ロ
グ
ラ
ム
や
展

示
が
行
わ
れ
た
。

イ
バ
ー
の
声
が
多
く
د
せ
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
。

原
本
部
長
が
関
東
運
輸
局
を

訪
問
し
、
౻
田
ྱ
子
局
長
を

は
じ
め
同
局
װ
部
ら
に
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
؀
ڥ
改
ળ
の

一
؀
と
し
て
૬
ஊ
し
た
と
こ

ろ
、
同
局
が
ト
イ
レ
問
題
ղ

決
へ
の
औ
り
૊
み
に
協
力
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。今
後
は
、

഑
送
先
で
の
ト
イ
レ
ར
用
ଅ

進
に
向
け
て
作
成
し
た
荷
主

向
け
チ
ラ
γ（
ࣸ
ਅ
）を
、ト

ラ
ッ
ク
・
物
ྲྀ
̜
ϝ
ン
が
荷

主
に
഑
෍
す
る
な
ど
し
て
周

知
を
図
る
。
チ
ラ
γ
は
東
ト

協
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に
も
ܝ
ࡌ

し
て
い
る
。

ঁ
ੑ
部
で
は
、
഑
送
先
で

の
ト
イ
レ
ར
用
ଅ
進
に
は
、

荷
主
の
理
ղ
に
加
え
、
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
の
意
ࣝ
向
上
も

重
要
と
し
て
、
ద
切
な
ར
用

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

施
設
内
ト
イ
レ
使
用
に
関
す

る
チ
ラ
γ
の
഑
෍
に
൐
い
、

഑
送
先
施
設
内
で
の
ト
イ
レ

使
用
時
の
注
意
事
߲
な
ど
を

આ
໌
し
た（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。
ま

た
、
都
が
実
施
す
る
՟
物
ं

ற
ं
ス
ϖ
ー
ス
ఏ
供
事
業
に

つ
い
て
、
ར
用
ొ
࿥
状
況
を

「
物
資
の
ྲྀ
通
の
ޮ
཰
化

に
関
す
る
法
཯
の
一
部
を
改

ਖ਼
す
る
法
཯
案
」
が
、
４
月

��
日
の
ऺ
ٞ
Ӄ
本
会
ٞ
、５

月
�3
日
の
ࢀ
ٞ
Ӄ
本

会
ٞ
で
ࢍ
成
多
数
に

よ
り
可
決
・
成
立
し

た
。
公
෍
の
日
か
ら

６
か
月
以
内
に
施
行

さ
れ
る
。

改
ਖ਼
物
ྲྀ
ޮ
཰
化

法
で
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
ܰ
減
を
図

り
な
が
ら
物
ྲྀ
機
能

を
ҡ
持
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
１
人
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
担
っ
て
い
た
長

ڑ
離
輸
送
を
、
ෳ
数
の
ド
ラ

イ
バ
ー
で
分
担
す
る「
中
継

輸
送
」
の
ਪ
進
を
位
ஔ
෇
け

中
間
報
告
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
ొ
࿥
ଅ
進
に
つ
い

て
協
力
を
ٻ
め
た
。
事
຿
局

か
ら
は
、
内
部
通
報
制
度
に

൐
う
̓
年
度
の
૬
ஊ
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
ద
切

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
確

ೝ
し
た
。

た
。
こ
れ
に
൐
い
、
多
く
の

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
ར
用
で

き
る
中
継
輸
送
施
設
の
੔
උ

ଅ
進
が
必
要
と
な
る
。

主
な
改
ਖ਼
内
容
は
、

中
継
輸
送
の
実
施
に
関

す
る
関
܎
者
の
連
携
お

よ
び
協
働
の
ଅ
進
と
、

中
継
輸
送
を
ଅ
進
す
る

た
め
の「
՟
物
自
動
ं

中
継
輸
送
実
施
ܭ
画
」

の
ೝ
定
制
度
૑
設
を
ப

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
事
業
者（
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
、荷
主・

૔
ݿ
業
者
な
ど
）に
対
し
、

中
継
輸
送
の
ଅ
進
に
必
要
な

助
言・協
力
な
ど
の
੹
຿（
౒

力
ٛ
຿
）を
規
定
し
た
。

Ỹ
ー
ス
ト
の
実
ݱ
に

向
け
、「
物
ྲྀ
の
２

０
２
４
年
問
題
」
へ

の
対
応
や
݈
߁
ى
因
事
ނ
防

止
な
ど
を
ப
に
、
人
材
確
保

ଅ
進
、
݈
߁
労
働
ଅ
進
、
運

転
者
౳
ス
キ
ル
ଅ
進
の
各
事

業
で
新
規
事
業
を
展
։
し

た
。
さ
ら
に
、
広
報
活
動
、

ۓ
ٸ
物
資
輸
送
体
制
੔
උ
、

協
会
運
営
の
ԁ
׈
化
お
よ
び

本
部
・
ࢧ
部
間
の
連
携
強
化

な
ど
の
各
事
業
で
、
事
業
内

容
の
見
直
し
も
行
っ
た
。

̓
年
度
事
業
の
経
ৗ
ऩ
ӹ

は
��
ԯ
８
̓
１
５
ສ
６
ઍ
ԁ

（
前
年
度
比
１
・
０
ˋ
減
）、

経
ৗ
費
用
は
�8
ԯ
３
３
０
̓

ສ
３
ઍ
ԁ（
同
０
・
̓
ˋ
減
）

ਫ໺会௕

̓
年
度
ࣄ
ۀ
ใ
ࠂ
Ҋ
Λ
৹
ٞ

ύ
ω
ϧ
σ
ỹ
ε
Χ
ỽ
γ
ἀ
ϯ
ʹ
ొ
ஃ

ਫ
໺
ձ
௕
ۀ
ք
ͷ
ਐ
Ή
ಓ
ࣔ
͢

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
総
務
委
員
会（
原
島
藤
壽
委
員
長
）は
５
月
19
日
、東

ト
総
合
会
館
で
令
和
８
年
度
第
１
回
総
務
委
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を
開
催
し

た
。
今
年
度
通
常
総
会
に
提
出
す
る
７
年
度
事
業
報
告
書（
案
）、同
収
支
決
算

書（
案
）、公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書（
案
）な
ど
を
審
議
・
承
認
し
、５

月
26
日
開
催
の
８
年
度
第
１
回
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
６
」へ
の
協
賛
依
頼
、

東
京
都
の
貨
物
車
駐
車
ス
ペ
ー
ス
提
供
事
業
、配
送
先
の
施
設
内
ト
イ
レ
使
用

に
関
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

վਖ਼෺ޮ๏͕Մܾɾ੒ཱ
中継輸送の推進へ施設整備

ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の

視
点
に
基
づ
く
新
規
事
業
展
開

ɹ౦τڠ͸݄̒29೔30࣌̍ޙޕ෼͔Β̎࣌
30෼·Ͱɺઍ୅ా۠ͷఇࠃϗςϧ౦ژͰྩ
࿨̔೥౓௨ৗ૯ձΛ։͍ͨ͠࠵· ʢ͢૯ձޙ
ʹ࠙਌ձ΋։͍ͨ͠࠵·͢ʣɻ
ɹ͖ͭ·ͯ͠ ͸ɺ̑ ݄Լ० ʮʹ։࠵ͷ͝Ҋ಺ʯ
Λ༣ૹ͢Δ༧ఆͰ͢ͷͰɺ͓ खݩʹಧ͖·͠
ͨΒɺ̒ ݄22೔·Ͱʹ͝ฦ৴Λ͓͍͍ͨ͠ئ
·͢ɻ
ɹͳ͓ɺ૯ձΛܽ੮͞ΕΔ৔߹͸ɺʮग़ܽճ
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ʮҕ೚ঢ়ʹΑΔܾٞ࢖ߦݖʯʹ ྗڠ͍ͯͭ͝
Λ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ
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ӡ
ہ
τ
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ỽ
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ϝ
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͚

東
ト
協
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東
ト
協
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配送先トイレ利用促進へチラシを制作



第1345号 ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̑ ݄�5೔ ڠ（ � ） 会

矢崎デジタコ・ドラレコ一体型の最上位機種

デジタルタコグラフ YDX-8デジタルタコグラフ YDX-8

●アルコールチェッカー
●バックカメラシステム
●電子配車板

ご相談ください！

自動点呼システム自動点呼システム

デジタルタコグラフ・ドライブレコーダー

ご導入時の申請手続きをお手伝いします！
補助金を活用すると費用が抑えられます。補助金を活用すると費用が抑えられます。

自動点呼が
解禁！

  最適商品
をご紹介自動点呼が
解禁！

  最適商品
をご紹介

http://setagaya-yss.co.jp support@setagaya-yss.co.jp

本　社　03-5727-1600  （担当・青木）
高島平　03-6906-5960  （担当・多田）

◎�交差点で右折する際は、進行先および周囲の交通状況に注意を払い、指
差し呼称等の安全確認を徹底すること。また、横断歩道の手前でいつでも
停止できる速度に減速、または一時停止を行い、安全運転に努めること。
日 時 ５月11日（月） 19時30分頃発生（晴天）
場 所 東大和市内（都道・新青梅街道）
当事者 ①歩行者（男性70代死亡）×②事業用大型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至 武蔵村山市

東大和市狭山 至
空
堀
川 至 東村山市

東大和四小南

概 要
事業用大型貨物車が、新青梅街道を武蔵村山市方向に
空堀川方向から右折する際、横断歩道を横断中の歩行
者と衝突し、轢過したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年４月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 37 11 10 1 0 5 1 0 1 13 79
関与事故件数 35 10 11 1 0 5 1 0 1 35 99
（前年比） ±0 −1 ±0 −1 ±0 +3 +1 ±0 +1 −9 −6

中
型

１当件数 26 20 11 1 0 2 1 0 0 11 72
関与事故件数 27 17 11 1 0 2 1 0 0 20 79
（前年比） +5 +2 −3 −2 ±0 −6 −1 ±0 ±0 −13 −18

準
中
型

１当件数 52 31 9 7 0 10 2 0 0 19 130
関与事故件数 51 26 10 7 0 9 2 0 0 62 167
（前年比） +7 −7 −14 +2 −3 +4 −1 ±0 ±0 −16 −28

普
通
・
軽

１当件数 145 65 57 18 9 16 5 3 3 56 377
関与事故件数 149 57 71 18 9 16 7 3 3 160 493
（前年比） +27 +4 −9 +8 −4 −4 +1 +1 +2 +23 +49

合
計

１当件数 260 127 87 27 9 33 9 3 4 99 658
関与事故件数 262 110 103 27 9 32 11 3 4 277 838
（前年比） +39 −2 −26 +7 −7 −3 ±0 +1 +3 −15 −3

死
者
数

大型貨物車（１当） 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 3
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購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       
軽
油
価
格

（東ト協調べ）

೩
ྉ
څ
༉
͸
౦
ژ
౎
಺
Ͱ

ܰ
༉
Ҿ
औ
੫
͸
஍
ํ
੫
Ͱ
͢

４
月
分

ˑελϯυ 平ۉ ��1����ԁ
ˑϩʔϦʔ 平ۉ ��1�0�1ԁ
ˑݩചりൃߦΧʔυ�� 平 ۉ ��1�2�9ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� 平 ۉ ��1�6�1ԁ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
ᶃ
̓
月
��
日
と
ᶄ
同
�5

日
、令
和
８
年
度
第
�
回「
運

行
؅
理
者
ࢼ
験
事
前
ߨ
श

会
」
を
։
࠵
す
る
。
各
日
と

も
ߨ
श
時
間
は
午
前
８
時
5�

分
Ỗ
午
後
４
時
�5
分
。
会
場

は
東
ト
૯
߹
会
館
̓
֊
大
会

ٞ
ࣨ
。

受
ߨ
対
৅
は
会
һ
事
業
者

で
都
内
営
業
所
に
所
ଐ
し
、

今
年
度
第
１
回
運
؅
ࢼ
験

（
՟
物
ʗ
８
月
８
日
Ỗ
̕
月

６
日
）の
受
験
予
定
者
。

申
込
期
間
は
、５
月
�8
日

午
前
��
時
か
ら
ᶃ
̓
月
３
日

お
よ
び
ᶄ
��
日
の
各
午
後

５
時
ま
で（
先
ண
ॱ
、
定
һ

に
ୡ
し
࣍
第
、受
෇
終
ྃ
）。

東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ（
̝

̥
）の「
受
ߨ
申
込
ϑ
Ỽ
ー

ム
」か
ら
申
し
込
む
。

定
һ
は
各
ߨ
࠲
と
も
��

人
。
受
ߨ
料
は
無
料（
ผ
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
ߨ。（
श

内
容
と
ߨ
ࢣ
は
࣍
の
通
り
。

ᶃ
運
؅
ࢼ
験（
՟
物
）
対

ࡦ
ߨ
श
ử
ࢼ
験
の
傾
向
を
分

析
し
て
、
出
題
ස
度
の
高
い

問
題
を
中
心
に
ղ
આ
す
る
、

ϙ
イ
ン
ト
を
ߜ
っ
た
ߨ
श
ʗ

̣
̭
૯
߹
ݚ
ڀ
所
の
౉
ᬑ
߁

二
氏（
テ
キ
ス
ト
代
１
８
０

０
ԁ
・
੫
込
み
）

ᶄ
模
ٖ
ࢼ
験
ˍ
直
前
対
ࡦ

ߨ
）࠲
２
部
ߏ
成
）
ử
１
部

は
ಠ
自
予
想
の
模

ٖ
ࢼ
験
と
そ
の
ৄ

細
な
ղ
આ
、
２
部

は
重
要
ϙ
イ
ン
ト

教
材
に
よ
る
ߨ
ٛ

の
直
前
対
ࡦ
ߨ
࠲

ʗ
̬
Ｉ
̣
̜
ジ
ャ

ύ
ン
特
定
ࣾ
会
保

ݥ
労
຿
࢜
・
行
政

書
࢜
の
山
田
信
޹

氏（
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
０

ԁ
・
੫
込
み
）

ৄ
細
は
東
ト
協
̝
̥
を
ࢀ

র
。˜

問
い
߹
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
຿
部
ަ
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

�3
・
３
３
５
̕
・
３
６
１
８
）

令
和
８
年
度

の
安
全
ੑ
༏
ྑ

事
業
所（
̜
Ϛ

ー
ク
事
業
所
）
関
東
運
輸
局

長
表
জ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

൐
い
、
東
ト
協
で
は
表
জ
基

準
に
֘
当
す
る
事
業
所
の
申

請
を
受
け
෇
け
、
ਪ
ન
す
る

（
対
৅
事
業
所
に
は
東
ト
協

か
ら
案
内
文
書
を
送
෇
）。

申
請
書
類
の
ఏ
出
期
限

は
６
月
3�
日（
༣
送
に
て
必

ண
）。表জ

基
準
は
、
̜
Ϛ
ー
ク

事
業
所
ೝ
定
を

連
続
し
て
��
年

以
上
औ
得
し
、
̜
Ϛ
ー

ク
ࢧ
局
長
表
জ
を
受
৆

し
て
い
る
事
業
所
で
、

直
近
の
̜
Ϛ
ー
ク
ೝ
定

の
૯
߹
評
価
点
数
が
��

点
以
上
、
ま
た
は「
安
全
ੑ

に
対
す
る
औ
૊
の
ੵ
ۃ
ੑ
」

に
܎
る
評
価
点
数
が
�5
点
以

上
な
ど
。

ৄ
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র（
ఏ
出
書
類

様
ࣜ
・
記
ࡌ
例
な
ど
の
μ
΢

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

˜
申
請
書
類
の
ఏ
出
・
問

い
߹
わ
せ
先
ử
東
ト
協
ద

ਖ਼
化
事
業
部（
ὸ
�3
・
３
３

５
̕
・
４
１
３
８
、
̛
̖
̭

�3
・
３
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セ
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セ
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セ
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（
５
月
11
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
鎮
目
隆
雄
部
会
長
）

セ
メ
ン
ト
物
流
共
同
化
へ

問
題
意
識
の
共
有
を
図
る

令
和
̓
年
度
事
業
報
告
・

ऩ
ࢧ
決
算
と
８
年
度
事
業
ܭ

画
・
ऩ
ࢧ
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

８
年
度
事
業
ܭ
画
で
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
η
ϝ

ン
ト
部
会
と
と
も
に
、
業
界

の
情
勢
に
ଈ
し
た
ݚ
म
会
の

։
࠵
や
安
全
輸
送
、
労
຿
問

題
な
ど
ॾ
՝
題
へ
の
औ
り
૊

み
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
、
部

会
һ
間
で
意
見
ަ
׵
な
ど
を

行
い
、
問
題
意
ࣝ
の
共
有
を

図
る
。

ま
た
、
η
ϝ
ン
ト
物
ྲྀ
の

持
続
的
な
ҡ
持
と
輸
送
の
ޮ

཰
化
を
図
る
た
め
、
全
ト
協

η
ϝ
ン
ト
部
会
と
連
携
し
、

η
ϝ
ン
ト
物
ྲྀ
の
共
同
化
に

向
け
た
औ
り
૊
み
を
ਪ
進
す

る
。

関運局長表彰
Ｇマーク事業所̔೥౓
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東ト協業務部交通・環境グループ　〒160-0004 東京都新宿区四谷3-1-8　☎03-3359-6257問い合わせ先・申請書類提出先

ʓʓۜߦʓʓӡૹࣜגձࣾ

ʓʓපӃ� ¥ XXX,XXX-

ৼࡉ໌ࠐද

　東ژ౎トϥοク協ձはྩ࿨̔೥౓事ܭۀըで、ドϥΠόーフ
Νーεト事ۀのॆ実にཱち、݈ の̍つとしてۀ؅ཧをॏ点事߁
֦ॆして͍る。このうち、ఆ期݈߁਍அ΍ਭ຾࣌ແٵݺ঱ީ܈
（SAS）εクϦーχンά検査の受਍は、ドϥΠόーの݈؅߁ཧ上、
ಛにॏ要で͋るが、これまで助成ۚの予ࢉ࿮に対するࣥߦ཰が
௿໎して͍るঢ়گに͋る。

　このたΊ、ಛผฤूとして̎つの助成੍౓につ͍て、申請ํ
๏΍提出書類なͲにつ͍て申請のたΊのৄࡉなखҾきをࡌܝ
し、վΊてձһ事ऀۀにੵۃతな׆用をݺͼか͚るもので͋る。
また、東ト協では、ձһ事ऀۀに対するαϙート施ࡦのҰ؀と
して֤छࢧԉࡦを実施し、ࠓ೥౓のओな助成ɾ༥੍ࢿ౓のҰཡ
を঺հして͓り、Ҿきଓき׆用して͍たͩきた （͍ ɾ̐̑ ໘参照）。

ドライバーファーストのさらなる推進
ಛ別ฤू൛౦トڠ

੥ٻॻʢࣸʣ
ʓʓӡૹࣜגձࣾ

¥ XXX,XXX-

ʓʓӡૹࣜגձࣾ
¥ XXX,XXX-

ྖऩॻʢࣸʣ

˞੥ٻॻ݉ྖऩॻͰͷॿ੒ۚͷ੥ٻ΋ՄೳͰ͢ɻ

　ఆ期݈߁਍அの受਍費用のうち、1人当たり3,000円ʢ�ࣾʹ͖ͭ౦τొڠ࿥
ं྆਺ʤ্ݶ��ਓʥ·Ͱʣを助成する。受付期間தに受਍͓Αͼ助成ۚ申請書を
提出したものが対象。な͓、ຊ෦またはࢧ෦ओ࠵のूஂ݈਍を受਍する৔߹は、
助成ֹをࠩしҾ͍て請ٻされるたΊ、ҎԼの申請書類の提出はෆ要。

１人
上限�,000円݈߁਍அ助成

（ఆ߁݈ظ਍அ）

令和8年度 ▶受付期間 ̐月̍日～令和�年̏月5日（予算に達し次第、交付終了）

�
請求書

�
申請書

申請書（様式1）�

請求書（写）�

�
領収書

領収書（写）、もしくは受診料の支払い
が確認できる書類（ネット振替等での
払込み票や明細表）

�

会員向け検査費用助成を増額会員向け検査費用助成を増額
抜き出してご活用ください

協会窓口に郵送または持参

請ٻ書ͱ領収書ͷ金ֹΛἧ͑ͯくͩ͞ （͍助成ର৅
Ҏ֎ͷ請ٻも߹ࢉͰࢧ෷ͬた৔߹ɺ಺༁͕෼͔Δ
書ྨΛఴ෇しͯく͍ͩ͞）ɻ

ɾ�助成ର৅Ͱはͳ͍ৼ込明細͕Ұॹに
Ε͍ͯͯも໰୊͋ΓまͤΜɻ͞ࡌه
ɾ�ҩྍ機関名ɺۀࣄ者名ɺৼ込金ֹɺৼ込
೔時Λ֬ೝしͯく͍ͩ͞ɻ

会һۀࣄ者͕ࢧ෦ɾຊ෦݈਍Ҏ֎ͷ݈਍機関Ͱड਍͢Δ৔߹ɺ
Ⱝ̇Ⱟ̇ⰱ̇Λ協会ຊ෦΁提出しͯく͍ͩ͞ɻ
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಺ɹɹ༰ ॿ੒ֹۚ උɹɹߟ

ೳ༏ྑトϥックಋೖิॿੑڥ؀

ఱવΨε˞τϥοΫ
ʢ৽ߪنೖ·ͨ͸Ϧʔεʣ

খ̍ܕ୆౰ͨΓ�� ����
���ԁ

౦τิڠॿ෼̍ऀۀࣄ��୆·Ͱ
௒ա෼͸શτิڠॿͷΈ

ं྆૯ॏྔ���τϯ௒
のみऀۀاɾ೩ྉి஑トϥοクはதখؾి˞

த̍ܕ୆౰ͨΓ�� ����
���ԁ

˞$/(または-/( େ̍ܕ୆౰ͨΓ��
���
���ԁ

ϋΠϒϦουτϥοΫ
ʢ৽ߪنೖ·ͨ͸Ϧʔεʣ

খ̍ܕ୆౰ͨΓ�� � ���
���ԁ

த̍ܕ୆౰ͨΓ�� ����
���ԁ

େ̍ܕ୆౰ͨΓ�� ����
���ԁ

ೖ·ͨ͸ϦʔεʣߪنτϥοΫʢ৽ؾి খܕ�୆౰ͨΓ�� ����
���ԁ

೩ྉి஑τϥοΫʢ৽ߪنೖ·ͨ͸Ϧʔεʣ খܕ�୆౰ͨΓ�� ����
���ԁ

লΤネ対策༻機ث౳ಋೖิॿ
ΤίυϥΠϒ؅ཧγεςϜʢ&.4ʣثػ ̍୆౰ͨΓ���
���ԁ

ങ͍औΓ
·ͨ͸Ϧʔε

&.4ͱ%3Λ߹
Θͤͯ̍ऀۀࣄ
��୆·Ͱ

υϥΠϒϨίʔμʔʢ%3ʣثػ
ʢඪ४ܕɾӡ؅ߦཧ࿈ܕܞʣ

̍୆౰ͨΓ���
���ԁ

ΞΠυϦϯάετοϓࢧԉثػ
ʢΤΞώʔλɾंࡌόοςϦʔࣜྫྷ๪૷ஔʣ

ೖՁ֨ͷ̎෼ͷߪ ʢ্̍ݶ��
���ԁʣ ऀۀࣄ̍
̑୆·Ͱ

λΠϠڥ؀
ʢϦτϨουλΠϠʣ

ೖՁ֨ͷ̎෼ͷߪ ʢ্̍ݶ��
���ԁʣ
ਃ੥ͷΈ̍ऀۀࣄ̍

ങ͍औΓ·ͨ͸αϒεΫϦϓγϣϯ
ʢఆֹར༻ʣαʔϏεɹɹɹɹɹɹɹ

άϦーン・ΤίϓϩδΣクト（(&1）ࢀՃඅ༻ิॿ

άϦʔϯɾΤίϓϩδΣΫτʢ(&1ʣ
参Ճඅ༻ิॿ

શֹิॿ
̍୆౰ͨΓ��
���ԁ�<֓ࢉ> ଇɺશं྆ิॿݪ

άϦーン・ΤίϓϩδΣクト（(&1）ΠンセンςΟϒิॿ

άϦʔϯܦӦೝূऔಘଅਐิॿ ��
���ԁ ৽نɾߋ৽ೝূొ࿥࣌
˞౎಺̍事ۀॴのみ

ೳ༏ྑंಋೖଅਐิॿੑڥ؀
ᶃখܕʗᶄதܕʗᶅେܕ

̍୆౰ͨΓ�ᶃ��
���ԁʗᶄ��
���
ԁʗᶅ���
���ԁ

୆̑ऀۀࣄ̍
΋͘͠͸���
���ԁ·Ͱ

ʦશτڠऔ࣍ʧ ҆全૷ஔ౳ಋೖଅਐॿ੒
ԉ૷ஔʢόοΫΞΠΧϝϥʣࢧ໺֬ೝࢹํޙ औಘՁ֨ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ ��
���ԁʣ

౦τొڠ࿥ं྆਺ʢ্ݶ��୆ʣ·Ͱଆํিಥܯࢹ؂ใ૷ஔ औಘՁ֨ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ���
���ԁʣ

ΈࣜΞϧίʔϧΠϯλʔϩοΫ૷ஔࠐਧ͖ؾݺ
औಘՁ֨ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ ��
���ԁʣ
౦τڠಠࣗ �୆౰ͨΓ 
��ݶ্���ԁ�˞� ˞̍���ΞルίールΠンλーロοク

૷ஔの東ト協ಠࣗ助成は
ొ࿥ं྆਺（上限̑୆）まで

˞̎���Ξルίール検஌ثの助成は
(Ϛークೝఆ事ۀॴが対象

˞̏��̍事ۀॴ̍୆のみ

Δ͢༺࢖ʹݺ఺͏ߦԕִ஍Ͱͨ͠༺׆Λثػ5*
ث஌ݕΞϧίʔϧܕଳܞ औಘՁ֨ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ ��
���ԁʣ˞ �

ʮ���/ŋNʯҎ্ͷకΊ෇͚ೳྗΛ༗͢Δେܕ
ं༻τϧΫɾϨϯν

（ ΠϯύΫτϨϯνΛؚΉ（�ܕτϧΫɾϨϯνɺτϧΫηολʔܕཱࣗ

औಘՁ֨ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ ��
���ԁʣ˞ �

ʦશτڠऔ࣍ʧ
ࣗಈ఺ݺ機9%・ثಋೖଅਐॿ੒

�୆౰ͨΓ�্ݶ���
���ԁ
౦τڠಠࣗ �୆౰ͨΓ�্ݶ���
���ԁ

�୆·Ͱऀۀࣄ�
ʢ(ϚʔΫೝఆۀࣄॴ͸̎୆·Ͱʣ

தখݶʹऀۀاΔ

運సऀదੑ਍அ受਍ॿ੒ ̍ਓ౰ͨΓɹɹ��
���ԁ ॳ೚ɾదྸ਍அ͔Βબ୒

運సه࿥ূ໌ॻ交付ྉॿ੒ ̍ਓ౰ͨΓ�ɹɹ� ����ԁ ౦τొڠ࿥ं྆਺ʢ্ݶ��ਓʣ·Ͱ

運؅ߦཧऀҰൠߨश受ߨྉॿ੒ ̍ਓ౰ͨΓ�্ݶ�
���ԁ ౦τొڠ࿥ं྆਺ʢ্ݶ��ਓʣ·Ͱ

ʦશτڠऔ࣍ʧ υϥΠόー౳҆全ڭҭ܇࿅ଅਐॿ੒

ᶃҰൠݚमʗᶄಛ別ݚम ᶃ̍ਓ౰ͨΓ���
���ԁʗᶄडߨྉ
ͷ̓ ʢׂ(ϚʔΫೝఆۀࣄॴ͸શֹิॿʣ

ಛఆɾࢦఆݚमࢪઃͰͷݚमΛडߨ
��ਓ·Ͱऀۀࣄ̍

தখۀاେֶ࠲ߨߍ受ߨଅਐॿ੒੍度 ର৅ͷ࠲ߨडߨྉͷ̏෼ͷ̎ Ͱ·݅��ऀۀࣄ�
தখݶʹऀۀاΔ

業務部交通・環境Ｇ「環境対策窓口」 ☎03-3359-3617問い合わせ先

グリーン・エコプロジェクト事務局 ☎03-3359-6670問い合わせ先

業務部交通・環境Ｇ ☎03-3359-3618問い合わせ先

業務部教育研修・輸送Ｇ ☎03-3359-4137問い合わせ先

಺ɹɹ༰ ॿ੒ֹۚ උɹɹߟ

ʦશτڠऔ࣍ʧए年υϥΠόー౳֬อͷͨΊͷ運స໔ڐऔಘ支援ॿ੒
ಛྫڭश डߨඅ༻ͷ̏෼ͷ ʢ্̍ݶ���
���ԁʣ


���ऀۀࣄ̍���ԁ·Ͱ
֎໔੾ସߨश डߨඅ༻ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ ��
���ԁʣ

४தܕʢ৽نऔಘʣ ̍ਓ౰ͨΓ�্ݶ��
���ԁ
ˎ1・2ͱͷซ༻Մೳ

४தܕʢ�τϯݶఆղআʣ ̍ਓ౰ͨΓ�্ݶ��
���ԁ

ঁੑυϥΠόー໔ڐऔಘॿ੒ ˎ1
େܕʢ৽نऔಘʣ औಘՁ֨ͷ̏෼ͷ ʢ্̎ݶ���
���ԁʣ

͸ͳ͠ݶͷਓ਺੍ऀۀࣄ̍
தখݶʹऀۀاΔதܕʢ৽نऔಘɾݶఆղআʣ औಘՁ֨ͷ̏෼ͷ ʢ্̎ݶ���
���ԁʣ

४தܕʢ৽نऔಘɾݶఆղআʣ औಘՁ֨ͷ̏෼ͷ ʢ্̎ݶ���
���ԁʣ

உੑυϥΠόー໔ڐऔಘॿ੒ ˎ2
େܕɾதܕɾ४தܕʢ৽نऔಘʣ 
��ݶ্���ԁ ਓ·Ͱ̑ऀۀࣄ̍

தখݶʹऀۀاΔதܕɾ४தܕʢݶఆղআʣ 
��ݶ্���ԁ

健康਍அॿ੒（ఆ期健康਍அ） ̍ਓ౰ͨΓ�্ݶ�
���ԁ ౦τొڠ࿥ं྆਺ʢ্ݶ��ਓʣ·Ͱ

睡眠࣌ແٵݺ঱ީ܈（SAS）スクϦーχン
ά検査ॿ੒ ̍ਓ౰ͨΓ�্ݶ�
���ԁ ��ਓ·Ͱऀۀࣄ̍

ʦશτڠऔ࣍ʧ݂ ѹܭಋೖଅਐॿ੒ औಘՁ֨ͷ̎෼ͷ ʢ্̍ݶ��
���ԁʣ தখݶʹऀۀاΔ

೴.3I健਍ॿ੒

（ Δݶʹ೥ʹॿ੒Λड͚ͯͳ͍�）υϥΠόʔ̏ڈҎ্͔ͭաࡀ��
̍ਓ౰ͨΓ���
���ԁ ͸ͳ͠ݶͷਓ਺੍ऀۀࣄ̍

தখݶʹऀۀاΔ

ʮಇ͖΍͍͢৬৔ೝূ੍度ʯೝূऔಘඅ༻ॿ੒
Ұͭ੕৽ن ��
���ԁ

Ұͭ੕ܧଓ ��
���ԁ

࿑຿૬ஊਃしࠐΈ ૬ஊඅ༻͸ڠձෛ୲ɻबنۀଇͷ࡞੒ґཔͳͲɺ૬ஊҎ֎ͷඅ༻͸ɺਃऀࠐෛ୲

健康૬ஊ૭ޱ ૬ஊඅ༻͸ڠձෛ୲ɻձһۀࣄॴͷैۀһɾඃැཆऀɾैۀһͷ̎਌౳·Ͱར༻
Մೳ

ʦશτڠऔ࣍ʧ ܦӦ਍அ・ܦӦվળ支援・運௞交ব支援
εςοϓ ʢ̍ܦӦ਍அʣ

අ༻ɿ���
���ԁʢ੫ൈʣ
අ༻ͷ͏ͪ ��
���ԁ

ʢ̜ϚʔΫऀۀࣄ���
���ԁʣ

਍அ࢜ͷཱྀඅަ௨අ�্ݶ��
���ԁ
தখݶʹऀۀاΔ

εςοϓ ʢ̎ܦӦվળࢧԉʣ
අ༻ɿ���
���ԁʢ੫ൈʣ

අ༻ͷ͏ͪ���
���ԁ
ʢ̜ϚʔΫऀۀࣄ���
���ԁʣ

εςοϓ ʢ̏ӡ௞ަবࢧԉʣ
අ༻ɿ�೔౰ͨΓ���
���ԁʢ੫ൈʣʢ࠷େ�೔ʣ

අ༻ͷ͏ͪ��
���ԁʗ̍೔
ʢ̜ϚʔΫऀۀࣄ��
���ԁʗ̍೔ʣ

ʦશτڠऔ࣍ʧΠンターンγッϓಋೖଅਐ支援

ड͚ೖΕ̏ؒظ೔ؒ ��
���ԁ ճͷΈ̍ऀۀࣄ̍
ड͚ೖΕؒظ͸ಉҰֶੜʹର͢Δؒظ
ͱ͢Δ
ॿ੒ֹ͸ड͚ೖΕਓ਺ʹ͔͔ΘΒͣࠨ
ͷ௨Γه
தখݶʹऀۀاΔ

ड͚ೖΕ̐ؒظ೔ؒ ���
���ԁ

ड͚ೖΕ̑ؒظ೔ؒҎ্ ���
���ԁ

ʦશτڠऔ࣍ʧ ࣗՈ༻೩ྉࢪڅڙઃ੔උ支援ॿ੒ɹ˞ެืؒظɿ�݄�೔ʙ��݄��೔
ܰ༉λϯΫͷ৽ઃ �
���
���ԁ

ਃ੥ͷΈ̍ऀۀࣄ̍
ܰ༉λϯΫͷ૿ઃ � ����
���ԁ

৴༻อূྉͷॿ੒ ෷อূྉͷ̎෼ͷ̍ࢧ
ʢӈཝͷ্͋ݶΓʣ

ηʔϑςΟωοτอূ্ݶ���
���ԁ
ܹਙؔ֐ࡂ࿈อূ 
���ݶ্���ԁ

஍ํۙ୅Խۚج༥ࢿ

ϙετ৽௕ظ౳༥ࢿ རڅิࢠ཰����ˋ
ʢྩ࿨̔೥౓্൒ظ༥ࢿਪન෼ʣ ϙετ৽௕ظ౳੍نద߹ं྆ߪೖۚࢿ

Ұൠ༥ࢿ རڅิࢠ཰����ˋ
ʢྩ࿨̔೥౓্൒ظ༥ࢿਪન෼ʣ ౳ۚࢿઃ੔උࢪ

業務部交通・環境Ｇ ☎03-3359-6257問い合わせ先

総務部広報・情報Ｇ ☎03-3359-4134問い合わせ先

財務部交付金会計Ｇ ☎03-3359-4136問い合わせ先

（
令
和
８
年
５
月
25
日
現
在
）

東
ト
協
の
主
な
助
成
・融
資
制
度
一
覧

※
各
種
助
成
・
融
資
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、東
ト
協
Ｈ
Ｐ（
二
次
元
コ
ー
ド
）の
各
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、各
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 ౦τڠ

ϗʔϜϖʔδ

˞தখऀۀاとはࢿຊۚ̏ԯ円ҎԼ、またはैۀһ਺300人ҎԼのۀا

令

和

８
年
度

各
助
成・融
資
を
受
け
る
に
は
、

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
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東ト協業務部交通・環境グループ　〒160-0004 東京都新宿区四谷3-1-8　☎03-3359-6257問い合わせ先・申請書類提出先

ʓʓ෺ྲྀ

ॻࡉ໌༺費ࠪݕ

ʓʓ෺ྲྀ

ʓʓ෺ྲྀ

฽໊ऀࠪݕ

¥ XXX,XXX-

ྖऩॻ

　対象検査機関が実施するSAS検査費用の
うち、1人当たり上限5,000円（1社につき30
人まで）を助成する。受付期間前の4月1日～
12日に実施した検査は、遡って対象となる。

　申し込みはまず、東ト協ホームペー
ジ（HP）の「SAS検査申込フォーム」
に必要事項を入力する（申込完了メー
ルが返信される）。
　検査機関（別掲参照）に検査の予約
を入れ、■ⰳ「睡眠時無呼吸症候群スク
リーニング検査申込書兼委任状」（様
式1-2）を検査機関に提出する。この
様式は東ト協HPからWordワークシ
ートをダウンロードして入力する。
　検査完了後、東ト協への申請に必
要となるのは、■Ⱝ「助成金申請書」（様
式1-3）。この様式は東ト協HPから
Excelワークシートをダウンロード
して入力する。さらに、添付書類とし
て、■Ⱟ「検査費用明細書」（写）もしくは
「検査者名簿」（写）、■ⰱ「領収書」（写）の
3点が必要となる。

１人
上限5,000円 （東ト協 2,500円・全ト協 2,500円）

睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング
検査助成

令和8年度 ▶受付期間 4月13日～12月18日（予算に達し次第、交付終了）

睡眠健康研究所 ／ ヘルスケアネットワーク(OCHIS) ／ 運輸・交通SAS対策支援センター

�
検査者
名簿

�
領収書

�
検査費用
明細書

�
申請書

�
申込書
委任状

助成金申請書（様式1-3）� 検査費用明細書（写）もしくは検査者名簿（写）�

領収書（写）�

スクリーニング検査申込書兼委任状（様式1-2）�

or

協会窓口に郵送または持参

対象検査機関

検査機関に提出
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国
౔
ަ
通
ল

は
、
高
଎
道
࿏
で

の
レ
ϕ
ル
４
自
動

運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

ࣾ
会
実
૷
を
後
ԡ

し
す
る「
自
動
運

転
ト
ラ
ッ
ク
実
૷

ࢧ
ԉ
事
業
費
補
助

金
」
の
間
઀
補
助

事
業
者
の
公
ื
を

５
月
��
日
か
ら
։

始
し
て
い
る
。
物

ྲྀ
事
業
者
や
自
動

運
転
関
連
事
業
者

な
ど
に
よ
る
औ
り

૊
み
を
ࢧ
ԉ
し
、

持
続
可
能
な
物
ྲྀ

α
ー
ビ
ス
の
ߏ
ங

を
໨
的
と
す
る
も

の
。こ
れ
に
൐
い
、

ࣥ
行
団
体
の
̥
͆

̘
コ
ン
α
ル
テ
ỹ

ン
グ
が
公
ื
・
৹

査
や
補
助
金
ަ
෇

な
ど
を
行
う
。

対
৅
と
な
る
の

は
、
՟
物
自
動
ं
運
送
事
業

者
や
՟
物
ར
用
運
送
事
業

者
、
૔
ݿ
事
業
者
の
物
ྲྀ
事

業
者
な
ど
。
୯
ಠ
で
の
申
請

に
加
え
、
自
動
運
転
関
連
の

技
術
։
発
を
行
う
事
業
者
な

ど
と
連
携
・
協
働
す
る
共
同

体
で
の
申
請
も
可
能
。

補
助
対
৅
は
、
ᶃ
自
動
運

転
ं
྆
の
ಋ
入
、
ᶄ
自
動
運

転
ं
྆
に
対
応
し
た
物
ྲྀ
拠

点
の
੔
උ
・
改
म
、
ᶅ
自
動

運
転
ं
྆
に
対
応
し
た
物
ྲྀ

γ
ス
テ
ム
の
ߏ
ங
・
改
म
、

ᶆ
自
動
運
転
ं
྆
の
ࣾ
会
実

૷
に
向
け
た
初
年
度
の
運
行

―
―
の
４
区
分
。
補
助
཰
は

い
ず
れ
も
２
分
の
１
で
、
補

助
上
限
ֹ
は
ᶃ
・
ᶄ
が
各
１

ԯ
ԁ
、ᶅ
が
１
５
０
０
ສ
ԁ
、

ᶆ
が
３
０
０
０
ສ
ԁ
。

補
助
対
৅
事
業
は
、
自
動

運
転
ं
྆
を
活
用
し
た
輸
送

ޮ
཰
化
や
輸
送
力
向
上
の
ビ

ジ
ω
ス
モ
σ
ル
の
ߏ
ங
、
将

来
的
に
レ
ϕ
ル
４
自
動
運
転

技
術
の
ఏ
供
が
見
込
ま
れ
る

事
業
者
が
ࢀ
画
、
レ
ϕ
ル
２

以
上
の
自
動
運
転
実
証
運
行

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
要
件
と
な
る
。

公
ื
の
క
め
切
り
は
６
月

１
日
ਖ਼
午
ま
で
。
応
ื
は
ి

子
ϝ
ー
ル
で
受
け
෇
け
る
。

࠾
୒
݁
Ռ
は
６
月
຤
ご
ろ
よ

り
ॱ
࣍
通
知
予
定
で
、
事
業

実
施
期
間
は

ަ
෇
決
定
日

か
ら
２
０
２

̓
年
２
月
��

日
ま
で
。

ৄ
細
は
国
ަ
ল
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
、
ま
た
は
特
設
α
イ
ト

を
ࢀ
র
。

国
ަ
ল
は
、
高
品
位
೘
素

水（
̖
̳
̗
̻
̈́
̴
�
౳
）

や
Τ
ン
ジ
ン
Φ
イ
ル
な
ど
の

油
ࢷ
類
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
な
ど
に
対
し
、
安

定
供
給
確
保
に
向
け
た
協
力

を
૬
࣍
い
で
要
請
し
た
。
中

東
情
勢
の
影
響
な
ど
を
背
景

に
、
一
部
製
品
で
安
定
調
ୡ

へ
の
懸
念
が
生
じ
て
い
る
こ

と
を
受
け
た
も
の
。

高
品
位
೘
素
水
に
つ
い
て

は
、
容
ث
な
ど
を
८
る
供
給

不
安
を
౿
ま
え
、５
月
８
日

෇
で
通
知
を
発
出
。
Τ
ン
ジ

ン
Φ
イ
ル
な
ど
の
油
ࢷ
類
に

つ
い
て
も
、
供
給
૯
ྔ
は
確

保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
供

給
の
先
行
き
へ
の
不
安
か
ら

前
年
同
月
を
大
き
く
上
回
る

注
文
が
発
生
し
、
一
部
で
供

給
の
ภ
り
が
生
じ
て
い
る
と

ް
生
労
働
ল
は
こ
の
ほ

ど
、「
定
期
݈
߁
਍
அ
౳
及

び
特
定
݈
߁
਍
査
౳
の
実
施

に
܎
る
事
業
者
と
保
ݥ
者
の

連
携・協
力
事
߲
に
つ
い
て
」

を
一
部
改
ਖ਼
し
、周
知
し
た
。

定
期
݈
਍
݁
Ռ
の
活
用
を
通

じ
た
事
業
者
と
保
ݥ
者
の

˜
問
い
߹
わ
せ
先
ử
̥
͆

̘
コ
ン
α
ル
テ
ỹ
ン
グ「
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
実
૷
ࢧ

ԉ
事
業
費
補
助
金
」
事
຿
局

（
ϝ
ー
ル
ʗKQ@DPOT@

BE
USVDL ����!

QX
D�

DPN

）

し
て
、
５
月

��
日
෇
で
協

力
を
呼
び
か

け
た
。

こ
れ
に
൐
い
、
国
ަ
ল
で

は
、
高
品
位
೘
素
水
や
Τ
ン

ジ
ン
Φ
イ
ル
な
ど
の
供
給
に

関
す
る
૬
ஊ
窓
口
を
設
ஔ

し
、
供
給
面
で
の
໨
٧
ま
り

ղ
ফ
に
向
け
た
対
応
を
進
め

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
調
ୡ

に
ࢧ
ো
が
生
じ
た
場
߹
に

は
、
供
給
元
や
今
後
の
調
ୡ

連
携
強
化
を

図
る
と
と
も

に
、
ঁ
ੑ
特

有
の
݈
߁
՝

題
へ
の
対
応
も
新
た
に
੝
り

込
ん
だ
も
の
。

通
知
で
は
、
事
業
者
と
保

ݥ
者
が
ۓ
ີ
に
連
携
し
た
上

で
、
定
期
݈
਍
݁
Ռ
の
ਝ
଎

か
つ
確
実
な
情
報
ఏ
供
の
必

要
ੑ
を
示
し
て
お
り
、
あ
わ

せ
て
、
保
ݥ
者
か
ら
ٻ
め
が

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
՟
物
運
送
協
同
૊
߹
連

߹
会
の
ٻ
荷
ٻ
ं
情
報
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
Ｉ
̩
の

成
約
運
௞
ࢦ
数
に
よ
る
と
、

令
和
８
年
４
月
の
ࢦ
数
は

１
３
８
で
、
前
月
よ
り

３
⻲
下
回
っ
た
が
、
前

年
同
月
を
１
⻲
上
回
っ

た
。
前
年
同
月
を
上
回

る
の
は
５
か
月
Ϳ
り
で
、
依

然
と
し
て
高
い
水
準
を
ҡ
持

し
て
い
る
。

荷
物
情
報（
ٻ
ं
）
ొ
࿥

件
数
は
��
ສ
̓
̕
０
３
件

で
、
前
年
同
月
比
８
・
０
ˋ

増
加
。
成
約
཰
は
��
・
６
ˋ

で
同
１
・
̕
⻲
減
少
し
た
。

見
込
み
な
ど
、
α
ϓ
ラ
イ
チ

ỻ
ー
ン
に
関
す
る
情
報
ఏ
供

へ
の
協
力
を
ٻ
め
た
。

ま
た
、
需
給
ひ
っ
迫
を
避

け
る
た
め
、
高
品
位
೘
素
水

は
平
年
ฒ
み
の
発
注
、
Τ
ン

ジ
ン
Φ
イ
ル
な
ど
も
前
年
同

月
比
同
ྔ
を
基
本
と
し
た
ߪ

あ
っ
た
場
߹
、
事
業
者
は
݈

਍
記
࿥
の
ࣸ
し
を
ఏ
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
໌

記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
ൠ
݈
਍
の
問
਍

ථ
に
は
、
月
経
随
൐
঱
状
や

ߋ
年
期
ো
害
な
ど
、
ঁ
ੑ
特

有
の
݈
߁
՝
題
に
関
す
る
࣭

問
を
௥
加
。
ঁ
ੑ
労
働
者
本

人
へ
の
気
づ
き
を
ଅ
し
、
必

要
に
応
じ
て
ૣ
期
受
਍
や
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
。

こ
の
ほ
か
、
݈
਍
実
施
機

関
が
事
業
者
に
代
わ
っ
て
保

ݥ
者
へ
݈
਍
݁
Ռ
を
ఏ
供

す
る
場
߹
は
、
あ
ら
か
じ
め

ܖ
約
で
औ
り
決
め
る
こ
と
と

し
、
委
ୗ
ܖ
約
書
の
ひ
な
形

も
例
示
し
て
い
る
。

同
ল
は
、
事
業
者
と
保
ݥ

者
が
引
き
続
き
連
携
し
、
労

働
者
の
݈
߁
؅
理
に
औ
り
૊

む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

入
を
す
る
よ
う
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

˜
情
報
ఏ
供
の
連
བྷ
先

（
ト
ラ
ッ
ク
関
܎
）
ử
関
東

運
輸
局
自
動
ं
ަ
通
部
՟

物
՝（
ϝ
ー
ル
ʗI

RU�H@
UQ
C
@
L
N
U3
!
H
Y
C
�

N
MJU�HP�KQ

）

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
実
装
を
公
募

車
両
導
入
・
拠
点
整
備
な
ど
補
助

自動運転トラック実装支援事業費補助金国交省

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

４
月
は
１
３
８
に

前
年
比
１
㌽
上
昇

全 ト 協
日貨協連

国交省

ア
ド
ブ
ル
ー
・
油
脂
類

安
定
供
給
へ
協
力
要
請

厚労省

健
診
情
報
連
携
を
強
化

女
性
の
健
康
課
題
追
加
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ホ
ル
ム
ズ
海

峡
封
鎖
の
影
響

が
各
方
面
に
及

び
、
燃
料
や
石

油
関
連
製
品
な

ど
の
供
給
制
約
に
よ
り
、

物
価
高
の
進
行
や
経
済
活

動
の
停
滞
も
懸
念
さ
れ
る

状
況
だ
◆
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
３
月
景
況

調
査
に
よ
れ
ば
、
運
輸
業

の
景
気
Ｄ
Ｉ
は
大
幅
に
低

下
し
、
悪
化
懸
念
が
強
ま

っ
て
い
る
。
燃
料
価
格
は

補
助
金
で
上
昇
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
が
、
以
前
よ
り

高
い
水
準
に
あ
る
上
、
輸

送
用
資
機
材
の
上
昇
も
予

想
さ
れ
る
か
ら
だ
◆
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
令
和

６
年
度
決
算
版
経
営
分
析

報
告
書
に
よ
る
と
、
業
界

の
経
営
状
況
は
や
や
回
復

傾
向
と
い
う
。
コ
ス
ト
増

の
転
嫁
が
徐
々
に
進
ん
で

き
た
か
ら
だ
が
、
規
模
の

小
さ
い
事
業
者
は
依
然
、

転
嫁
が
思
う
に
任
せ
な
い

の
が
実
情
だ
◆
そ
こ
へ
今

回
の
中
東
有
事
が
直
撃

し
、
特
に
中
小
事
業
者
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

運
送
費
の
さ
ら
な
る
増
加

が
避
け
ら
れ
ず
、
景
気
が

下
振
れ
す
れ
ば
、
輸
送
需

要
も
減
退
し
か
ね
な
い
。

経
営
へ
の
圧
迫
要
因
が
一

層
強
ま
り
、
淘
汰
が
進
む

恐
れ
が
あ
る
◆
そ
れ
が
今

後
の
輸
送
力
不
足
に
ど
う

影
響
す
る
か
も
気
に
な

る
。
実
運
送
の
中
核
を
担

う
の
は
こ
れ
ら
事
業
者
で

あ
る
か
ら
だ
。
荷
主
・
元

請
は
実
運
送
事
業
者
へ
の

対
応
を
改
め
て
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

すみだ江戸切子館
住 所 �墨田区太平2-10-9（JR総武線錦糸町駅北口より徒歩約6分）
開館時間 10:00 ～ 17:00　 休 館 日 日・月曜、祝日、年末年始

１
日
に
作
れ

る
グ
ラ
ス
は

６
個
ほ
ど
が

限
度
と
の
こ

と
。
そ
の
手

間
と
技
術
を
知
り
、
江
戸

切
子
の
価
値
の
大
き
さ
に

あ
ら
た
め
て
納
得
し
ま
し

た
。ま

た
、
同
館
職
人
の
作

品
は
、
同
区
立
ひ
き
ふ
ね

図
書
館
な
ど
に
も
展
示
さ

れ
、
地
域
の
公
共
空
間
に

も
そ
の
技
と
美
し
さ
が
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

併
設
の
工
房
で
は
、
カ
ッ

ト
体
験（
予
約
制
・
有
料
）

が
可
能
で
、
実
際
に
体
験
す

る
と
、
一
本
の
線
を
刻
む
だ

け
で
も
難
し
く
、
職
人
技
の

繊
細
さ
と
奥
深
さ
を
痛
感
。

制
作
は
一
人

で
担
う
の
が

基
本
で
す

が
、
工
程
に

よ
っ
て
は
得

意
な
技
法
を

持
つ
職
人
が

分
業
す
る
こ

と
も
あ
り
、

職人技の奥深さを体感
「
す
み
だ
江
戸
切
子
館
」

は
、
墨
田
区
の
地
場
産
業

の
一
つ
で
あ
る「
江
戸
切

子
」
の
魅
力
を
発
信
す
る

拠
点
で
す
。作
品
の
展
示・

販
売
に
加
え
、
制
作
工
程

や
道
具
類
も
展
示
し
て
お

り
、
見
事
な
職
人
技
も
窓

越
し
に
見
学
で
き
ま

す
。江

戸
切
子
は
天
保

5（
１
８
３
４
）年
、

江
戸
大
伝
馬
町
の
ビ

ー
ド
ロ
屋
・
加
賀

屋
久
兵
衛
が
、
ガ

ラ
ス
に
彫
刻
を
施
し
た
こ
と

が
始
ま
り
と
さ
れ
、
以
来
、

繊
細
な
紋
様
と
鮮
や
か
な
色

彩
を
特
徴
に
、
日
本
を
代
表

す
る
伝
統
工

芸
と
し
て
受

け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

す
み
だ
江
戸
切
子
館

今
回
は
西
多
摩
地
域
の
檜ひ

の
は
ら原

村
で
、
お
茶
摘
み
と
お
茶
づ
く

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

同
村
で
は
か
つ
て
、
農
家
が

小
規
模
な
茶
畑
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お

茶
を
つ
く
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。し
か
し
、

高
齢
化
に
よ
り
続
け

る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
今
回
案
内
し
て

く
れ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
が
畑
を
引

き
継
ぎ
、
今
も
お
茶
づ
く
り
を

続
け
て
い
ま
す
。

茶
畑
は
山
の
斜
面
に
あ
り
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
の
ん
び
り
と
お
茶
を
摘

み
ま
し
た
。
摘
む
の
は

「
一い

っ
し
ん
に
よ
う

芯
二
葉
」
と
呼
ば
れ

る
、
お
茶
の
枝
先
に
あ
る

「
芯
芽
」と
、そ
の
す
ぐ
下

の
若
く
柔
ら
か
い
２
枚
の

葉
。
新
茶
の
中
で
も
最
も

貴
重
な
部
分
で
す
。

無
農
薬
で
育
て
て
い
る
た
め

か
、
畑
に
は
虫
も
あ
ち
こ
ち
に

そ
う
で
す
。

普
段
、
私
た
ち
が
飲
ん
で
い

る
緑
茶
の
多
く
は
、
茶
葉
を
蒸

し
て
つ
く
る「
煎
茶
」で
す
が
、

今
回
は
鍋
で
炒
っ
て
つ
く
る

「
釜
炒
り
茶
」
に
挑
戦
し
ま
し

た
。揉
ん
だ
茶
葉
を
鍋
に
入
れ
、

何
度
も
手
で
返
し
な
が
ら
乾
燥

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は

「
殺さ

っ
せ
い青
」と
呼
ば
れ
、酸
化
酵
素

の
働
き
を
止
め
て
発
酵
を
防
ぐ

大
切
な
工
程
で
す
。
こ
の
作
業

を
１
時
間
以
上
繰
り
返
し
ま
し

た
。
火
が
強
す
ぎ
る
と
、
ほ
う

じ
茶
の
よ
う
な
風
味
に
な
っ
て

し
ま
う
た
め
、
火
加
減
に
は
細

心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

出
来
上
が
っ
た
お
茶
を
淹
れ

る
と
、
湯
の
み
の
中
に
は
黄
色

み
を
帯
び
た
、
美
し
い
ひ
す
い

色
が
広
が
り
ま
し
た
。
ひ
と
口

飲
む
と
、
ま
ず
感
じ
た
の
は
や

さ
し
い
甘
み
。周
囲
か
ら
も「
お

い
し
い
」と
い
う
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

家
庭
に
あ
る
道
具
で
も
、
こ

ん
な
に
お
い
し
い
お
茶
が
つ
く

れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
来

年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
し
た
。た
だ
、

鳥
が
食
べ
て
く
れ

る
た
め
、
お
茶
の

虫
害
は
ほ
と
ん
ど

出
ず
、
肥
料
も
必
要
な
い
と
の

こ
と
。
午
前
中
の
約
１
時
間
半

で
、
私
は
お
茶
碗
一
杯
分
ほ
ど

の
茶
葉
を
摘
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、

そ
の
茶
葉
を
使
っ

た
お
茶
づ
く
り
で

す
。
ま
ず
は「
揉じ

ゅ
う
ね
ん捻
」と
い
う
、

茶
葉
を
揉
む
作
業
か
ら
始
め
ま

す
。
台
の
上
で
何
度
も
揉
ん
で

い
く
と
、
葉
か
ら
水
分
が
に
じ

み
出
て
き
ま
す
。
力
を
入
れ
過

ぎ
る
の
は
禁
物
で
す
が
、
し
っ

か
り
揉
む
ほ
ど
お
い
し
く
な
る
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西
多
摩
で
新
茶
摘
み

釜
炒
り
茶
を
楽
し
む

ら
れ
る
。
ま
た
、
文
京
区
の
「
小
石

川
後
楽
園
」
に
は
、
カ
キ
ツ
バ
タ
苑

に「
八
つ
橋
」
を
模
し
た
、頼
り
な
げ

な
８
枚
の
板
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

物
語
を
知
る
人
な
ら
「
あ
れ
だ
」
と

気
づ
く
仕
掛
け
で
あ
り
、
そ
う
し
た

発
見
を
通
し
て
古
典
の
世
界
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
古
典
は
、
時
代

を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
中
に

忍
び
込
み
、
人
々
の
暮
ら
し
を
彩
っ

て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
『
源
氏
物

語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
の
絵
巻
や
冊

子
本
が
、「
嫁
入
本
」
と
し
て
花
嫁
の

嫁
入
り
道
具
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
庶
民
も
ま
た
、
古

典
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
の
だ
ろ

う
。

れ
て
い
る
が
、
確
か
な
証

拠
は
な
い
。
と
は
い
え
、

歌
を
主
体
と
し
、
モ
テ
男

の
主
人
公
を
業
平
と
重
ね

る
こ
と
で
、
物
語
の
魅
力

は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い

る
。業
平
は
皇
孫
で
あ
り
、

美
男
子
で
、
し
か
も
歌
の

名
手
。
主
役
と
し
て
申
し

分
の
な
い
人
物
と
い
え
る
。

業
平
は
８
２
５（
天
長
２
）
年
生

ま
れ
で
、
昨
年
は
生
誕
１
２
０
０
年

に
当
た
り
、『
伊
勢
物
語
』
に
関
す
る

文
化
財
な
ど
の
展
観
も
各
地
で
行
わ

れ
た
。
業
平
は
平
城
天
皇
の
皇
子
・

阿あ
ぼ保
親
王
の
子
で
、
天
皇
家
に
連
な

る
皇
孫
と
い
う
、
申
し
分
の
な
い
出

自
で
あ
っ
た
。

歌
人
と
し
て
の
業
平
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
で
六
歌
仙

の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
同

歌
集
の
編
者
で
あ
る
紀
貫
之

は
、
そ
の
歌
を
「
そ
の
心
余

り
て
、
詞こ

と
ば
た
ら
ず
。
し
ぼ
め

る
花
の
色
な
く
て
匂に

ほ

ひ
残
れ

る
が
ご
と
し
」
と
評
し
た
。

ま
た
、
朝
廷
が
編
さ
ん
し
た

歴
史
書
に
は
「
体
貌
閑
麗
」

と
あ
り
、
容
姿
が
端
麗
で
品

格
の
あ
る
人
物
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
「
い

い
男
」
の
代
名
詞
は
業
平
で

あ
り
、
当
代
随
一
の
美
男
子

は
「
今
業
平
」、
地
方
の
美
男

突
然
、
昔
の

こ
と
を
思
い
出

す
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
を
訪
れ
た

時
、
こ
こ
が
か

つ
て
「
業な

り
ひ
ら平
橋ば

し

駅
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と

を
、
ふ
と
思
い

出
し
た
。
近
く

の
言こ

と
と
い
ば
し

問
橋
は
、

『
伊
勢
物
語
』

の
「
名
に
し
負

は
ば
い
ざ
言

問
は
む
都み

や
こ

鳥

わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や

な
し
や
と
」（『
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
伊
勢
物

語
』）に
ち
な
む
な
ど
、
こ
の
地
は
在あ

り

原わ
ら
の
な
り
ひ
ら

業
平
ゆ
か
り
の
場
所
で
も
あ
る
と

気
づ
く
と
、
古
文
の
授
業
に
苦
労
し

た
記
憶
ま
で
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

『
伊
勢
物
語
』
は
、
平
安
時

代
初
期
に
成
立
し
た
歌
物
語

で
、
和
歌
を
主
体
に
、
そ
の

背
景
と
な
る
物
語
を
前
後
に

添
え
た
作
品
で
あ
る
。「
む

か
し
、
男
」
で
始
ま
る
段
が

多
い
た
め
、こ
の「
男
」
は
在

原
業
平
で
は
な
い
か
と
い
わ

子
な
ら
「
○
○
業
平
」
と
呼

ば
れ
た
ほ
ど
だ
。
こ
れ
だ
け

モ
テ
る
男
の
条
件
が
そ
ろ
え

ば
、
十
分
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

少
し
〝
影
〟が
あ
れ
ば
、鬼
に

金
棒
で
あ
る
。

一
方
で
、
皇
孫
と
い
う
申

し
分
の
な
い
出
自
に
比
べ
、

官
途
は
決
し
て
華
や
か
で
は

な
か
っ
た
。
38
歳
で
従
五
位

上
、
翌
年
に
左さ

ひ
ょ
う
え
の
ご
ん
の
す
け

兵
衛
権
佐
、

翌
々
年
に
左さ

こ
の
え
の
ご
ん
の

近
衛
権
少
将
、

最
終
的
に
は
従
四
位
上
・

右う
こ
の
え
の
ご
ん
の

近
衛
権
中
将
に
至
っ
た

が
、
朝
廷
で
の
地
位
は
決
し

て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
今

風
に
い
え
ば
、
名
門
政
治
家

の
息
子
な
の
に
、
県
知
事
や

大
臣
に
は
な
ら
ず
、
中
央
官

庁
の
局
長
止
ま
り
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
。
恵
ま
れ
た
出
自
と
昇
進

の
遅
さ
と
の
違
和
感
は
ど
こ
か
ら

く
る
の
か
―
―
そ
う
思
う
と
、
そ
の

〝
謎
〟が
気
に
な
っ
て
く
る
。

教
科
書
で
も
お
な
じ
み
な
の
が
、

第
九
段
「
東
下
り
」
だ
。「
む
か
し
、

男
」
で
始
ま
り
、「
そ
の
男
、
身
を
要

な
き
も
の
に
思
ひ
な
し
て
、
京
に
は

あ
ら
じ
」
と
、
自
分
は
都
に
い
て
も

仕
方
が
な
い
と
思
い
定
め
、
京
を
離

れ
東
へ
旅
立
つ
。
そ
こ
に
は
失
意
の

色
が
に
じ
ん
で
い
る
が
、
そ
の
理
由

を
ど
う
読
む
か
は
読
み
手
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。途
中
、三
河
国
の
八
橋
に

至
り
、
カ
キ
ツ
バ
タ
を
見
て
詠
ん
だ

の
が
有
名
な「
か4

ら
衣
き4

つ
つ
な
れ

に
し
つ4

ま
し
あ
れ
ば
は4

る
ば
る
来

ぬ
る
旅4

を
し
ぞ
思
ふ
」（『
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
伊
勢
物
語
』）で
あ

る
。「
か
き
つ
ば
た
」
を
句
の
頭
に
織

り
込
ん
だ
折
句
の
代
表
例
と
し
て
知

ら
れ
、
こ
の
歌
を
聞
い
て
一
行
は
涙

し
、
携
え
て
い
た
乾ほ

し
い
い飯
が
ふ
や
け
た

と
い
う
。

こ
の
情
景
を
江
戸
時
代
を
代
表
す

る
画
家
・
尾
形
光
琳
は
、「
燕か

き
つ
ば
た

子
花

図
屏
風
」
の
題
材
と
し
た
。
八
橋
の

段
を
下
敷
き
に
し
た
名
作
と
し
て
知

語
』）に
ち
な
む
な
ど
、
こ
の
地
は

小石川後楽園
「八つ橋」園内北側の一角にカキツバタ苑がある

言
問
橋
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ふと思い出した『伊勢物語』

業平ゆかりの地をたどる

業平橋から広がる古典の世界


